【添付書類】
華稲株式会社及び太陽光電株式会社　　御中
彰化商業銀行○○支店
契約履行保証金保証書
1、 本保証書は、彰化銀行○○支店（以下、本行と呼ばれる）が、

　　太陽光電エネルギ科学技術株式会社（以下、太陽光電と呼ばれる）

　　と華稲株式会社（以下、華稲と呼ばれる）との間に太陽光電のバッテリの販売契約（以下、販売契約と呼ばれる）について、作成した

　　契約履行保証金保証書です。華稲株式会社は、販売契約に基づいて、太陽光電に保証金USドル:５９３万なり、（以下、保証金総額と呼ばれる）を納めることが必要とし、該当保証金について、本行は、本保証書を発行し、支払う保証責任を負うこととする。

2、 本保証書の有効期間は西暦2010年4月1日から2011年3月31日
までとする。
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3、 
三、太陽光電と華稲は、双方の販売契約に署名した後、もし、太陽光電は、販売契約に沿って、華稲に契約履行保証金の返還をするべき時に返還しない場合、即ち契約通りに返還する義務を履行しなかった場合、双方の協議を通じて、なお双方が同意書に署名した場合、書面で本行に通知する、もし協議までに達成できなかった場合、訴訟か、あるいは仲裁による認定など。本行は、通知を受けた場合、前述した保証総額の中で、通知書の書面に書かれた金額の通りにお支払いすることを保証する。絶対に遅延なく、なお如何なる異義も申し立てしないことを保証する。保証金は販売契約の規定に基づいて、太陽光電は、毎回同梱の出荷金額の中に１０％を控除し、華稲に返還する。該当保証金の全額が控除されたまでに終了するので、保証金総額は上述した内容に照らして次第に減少していくこととする。
四、本保証書は、有効期間が満了してから７日の営業日以内に、もし、
　　本行は、華稲、あるいは太陽光電のどちらからの保証責任を履行するように要請する通知を受けなかった場合、即ち、本行の保証責任が解除されることと見なす。本保証書は自動的に廃棄し、失効とすること。華稲と太陽光電は本保証書を本行に返すべきこと。
販売契約に基づいて、華稲が契約した内容の通りに履行しなかった場合、或は、双方が協議を通じて、なお双方が同意書に署名した場合、書面で本行に通知する、もし協議までに達成できなかった場合、訴訟かあるいは仲裁による認定など、本行は、上述した通知を受けた日からの7日の営業日が立った後、保証責任が解除されることと見なす。本保証書は自動的に廃棄し、失効とすること。華稲と太陽光電は本保証書を本行に返すべきこと。
五、本保証書は、中華民国の法律を根拠の基準とする。もし、本保証書によって訴訟が発生される場合、台湾新竹地方裁判所を管轄権が有する第一審の管轄裁判所とすること。
六、本保証書の正本は、一式３通りがある、太陽光電、華稲、及び本行が各自で１通りを持つこと。

七、本保証書は、本行の責任者あるいは、代表者が署名をし、本行の会社印鑑が押されてから発効とすること。


上記の内容を持ちまして、本保証書とすること。
華稲株式会社及び太陽光電エネルギ科技株式会社　御中
保証書発行元：彰化商業銀行○○支店　　
責任者（或は代表者)：○○○
営業住所：○○○○○○○○
電話：○○○○○○○○
西暦2010 年０１月○○日  
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